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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 73,051 12.6 6,836 19.0 6,800 18.5 4,363 16.9

2025年３月期中間期 64,851 12.5 5,747 73.6 5,738 78.2 3,733 73.5

（注）包括利益 2026年３月期中間期 4,764百万円（38.9％） 2025年３月期中間期 3,429百万円（41.8％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 93.27 －

2025年３月期中間期 79.99 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期中間期 135,799 60,232 44.4 1,286.47

2025年３月期 130,836 57,880 44.2 1,237.94

（参考）自己資本 2026年３月期中間期 60,232百万円 2025年３月期 57,880百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 22.00 － 50.00 72.00

2026年３月期 － 40.00

2026年３月期（予想） － 62.00 102.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 146,000 7.6 11,700 △5.0 11,500 △6.1 7,900 △3.9 168.89

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 47,486,029株 2025年３月期 47,486,029株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 666,176株 2025年３月期 730,680株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 46,776,994株 2025年３月期中間期 46,673,807株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する株式

（2026年３月期中間期574,548株、2025年３月期639,097株、2025年３月期中間期639,097株）が含まれております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

当社は、2025年12月３日（水）に決算説明動画及び資料を当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国経済は、米国の関税政策等の外的要因により輸出環境に不透明感が生じたもの

の、企業の設備投資は底堅く推移いたしました。加えて、物価上昇率の鈍化や過去最高額となる最低賃金の引上げ、

ならびに観光・インバウンド需要の拡大に伴うサービス消費の増加などにより、個人消費は持ち直しの動きが見られ

ます。先行きについては、外需の下振れ圧力が強まる中にあっても、国内経済は一定の回復基調を維持するものと見

込まれております。

当社グループが属する建設業界におきましては、民間設備投資が底堅く推移し、都市部を中心に建築市場は堅調な

動きを見せております。また、防災・減災および国土強靭化に向けた公共投資が継続されており、土木市場は安定し

た事業機会が確保されています。一方で、物価の高騰に加え、資材費および労務費の上昇傾向が続いており、人手不

足の影響も顕在化しております。

このような経営環境のもと、当社グループにおきましては「中期経営計画2025（2025年度～2027年度）」を策定

し、「ＰＣ技術を中核とした高度な技術力により、地球にやさしく安全で快適な社会の実現に貢献する」ことを当社

の目指す姿として掲げ、将来を見据えた事業活動に鋭意取り組んでおります。

この結果、当中間連結会計期間の業績は、受注高750億円（前年同期比6.7％減）、売上高730億円（前年同期比

12.6％増）となりました。

利益につきましては、営業利益68億円（前年同期比19.0％増）、経常利益68億円（前年同期比18.5％増）、親会社

株主に帰属する中間純利益43億円（前年同期比16.9％増）となりました。

報告セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（土木事業）

売上高365億円（前年同期比12.2％増）、セグメント利益70億円（前年同期比19.8％増）となりました。

（建築事業）

売上高317億円（前年同期比25.8％増）、セグメント利益28億円（前年同期比7.2％増）となりました。

（関係会社事業）

売上高98億円（前年同期比5.9％減）、セグメント利益21億円（前年同期比16.8％増）となりました。

（その他事業）

売上高２億円（前年同期比0.4％増）、セグメント利益０億円（前年同期比0.7％増）となりました。

なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントを従来の「土木事業」、「建築事業」、「製造事業」、「その他

兼業事業」の４区分から、「土木事業」、「建築事業」、「関係会社事業」、「その他事業」の４区分に変更してお

ります。詳細は、「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報

等の注記）」をご覧ください。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は1,096億円となり、前連結会計年度末に比べ50億円増加いたしまし

た。これは主に受取手形、完成工事未収入金及び契約資産等が130億円、未収入金が14億円増加したことによるも

のであります。固定資産は261億円となり、前連結会計年度末に比べ１億円減少いたしました。これは主に機械、

運搬具及び工具器具備品が２億円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は1,357億円となり、前連結会計年度末に比べ49億円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は673億円となり、前連結会計年度末に比べ56億円増加いたしました。

これは主に支払手形・工事未払金等が39億円、短期借入金が35億円増加したことによるものであります。固定負債

は81億円となり、前連結会計年度末に比べ30億円減少いたしました。これは主に長期借入金が30億円減少したこと

によるものであります。

この結果、負債合計は755億円となり、前連結会計年度末に比べ26億円増加いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は602億円となり、前連結会計年度末に比べ23億円増加いたしました。こ

れは主に利益剰余金が19億円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は44.4％（前連結会計年度末は44.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間における業績の動向等を勘案し、通期の業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、

本日（2025年11月11日）公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 22,100 11,953

受取手形、完成工事未収入金及び契約資産等 74,309 87,327

電子記録債権 760 1,078

未成工事支出金 3,425 3,267

その他の棚卸資産 1,032 1,409

未収入金 2,729 4,199

その他 475 717

貸倒引当金 △216 △271

流動資産合計 104,616 109,683

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 10,866 11,258

機械、運搬具及び工具器具備品 10,019 9,730

土地 8,454 8,441

リース資産 1,558 1,572

建設仮勘定 261 50

減価償却累計額 △14,441 △14,415

有形固定資産合計 16,718 16,638

無形固定資産 59 49

投資その他の資産

投資有価証券 3,749 4,516

破産更生債権等 860 288

繰延税金資産 1,540 899

退職給付に係る資産 2,972 2,863

その他 1,179 1,149

貸倒引当金 △860 △288

投資その他の資産合計 9,442 9,429

固定資産合計 26,220 26,116

資産合計 130,836 135,799

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,077 21,994

電子記録債務 5,746 8,945

短期借入金 9,500 13,000

１年内返済予定の長期借入金 4,360 7,260

未払法人税等 2,949 2,203

契約負債 13,475 8,651

賞与引当金 975 982

完成工事補償引当金 130 89

工事損失引当金 35 21

預り金 3,046 2,175

その他 3,446 2,066

流動負債合計 61,742 67,388

固定負債

長期借入金 4,700 1,620

再評価に係る繰延税金負債 1,250 1,250

役員退職慰労引当金 183 199

株式報酬引当金 276 253

退職給付に係る負債 3,345 3,417

資産除去債務 317 318

その他 1,140 1,119

固定負債合計 11,213 8,178

負債合計 72,955 75,567

純資産の部

株主資本

資本金 4,218 4,218

資本剰余金 8,110 8,110

利益剰余金 41,992 43,967

自己株式 △431 △474

株主資本合計 53,890 55,823

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,537 2,085

土地再評価差額金 1,838 1,856

為替換算調整勘定 △139 △252

退職給付に係る調整累計額 753 718

その他の包括利益累計額合計 3,989 4,409

非支配株主持分 0 0

純資産合計 57,880 60,232

負債純資産合計 130,836 135,799
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 64,851 73,051

売上原価 54,362 60,842

売上総利益 10,488 12,209

販売費及び一般管理費 4,741 5,372

営業利益 5,747 6,836

営業外収益

受取利息 1 13

受取配当金 51 78

持分法による投資利益 25 12

受取ロイヤリティー 20 9

スクラップ売却益 17 10

償却債権取立益 25 －

その他 35 33

営業外収益合計 177 159

営業外費用

支払利息 104 119

為替差損 14 2

支払保証料 44 48

支払手数料 20 19

その他 1 5

営業外費用合計 185 195

経常利益 5,738 6,800

特別利益

固定資産売却益 12 19

特別利益合計 12 19

特別損失

固定資産除売却損 2 48

ゴルフ会員権売却損 4 －

投資有価証券評価損 15 －

減損損失 － 61

その他 6 0

特別損失合計 29 110

税金等調整前中間純利益 5,722 6,708

法人税等 1,989 2,345

中間純利益 3,733 4,363

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
0 △0

親会社株主に帰属する中間純利益 3,733 4,363

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

中間純利益 3,733 4,363

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △329 548

為替換算調整勘定 29 △60

退職給付に係る調整額 △39 △34

持分法適用会社に対する持分相当額 36 △51

その他の包括利益合計 △303 401

中間包括利益 3,429 4,764

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,429 4,764

非支配株主に係る中間包括利益 0 △0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 5,722 6,708

減価償却費 545 540

のれん償却額 9 9

持分法による投資損益（△は益） △25 △12

減損損失 － 61

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △84 108

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 53 71

工事損失引当金の増減額（△は減少） △470 △14

受取利息及び受取配当金 △52 △92

支払利息 104 119

支払手数料 20 19

固定資産除売却損益（△は益） △10 29

売上債権の増減額（△は増加） 5,591 △13,344

棚卸資産の増減額（△は増加） △866 △219

仕入債務の増減額（△は減少） △2,619 7,113

契約負債の増減額（△は減少） 3,225 △4,824

未収入金の増減額（△は増加） △678 △1,470

未払金の増減額（△は減少） △1,301 △1,448

預り金の増減額（△は減少） △1,033 △870

その他 △421 △232

小計 7,709 △7,750

利息及び配当金の受取額 52 92

利息の支払額 △101 △113

法人税等の支払額 △1,989 △2,733

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,671 △10,504

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △508 △483

有形固定資産の売却による収入 127 74

無形固定資産の取得による支出 △141 －

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 50 △51

投資活動によるキャッシュ・フロー △472 △460

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,300 3,500

リース債務の返済による支出 △74 △76

長期借入金の返済による支出 △180 △180

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,279 △2,369

その他 △10 △13

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,844 860

現金及び現金同等物に係る換算差額 3 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △641 △10,147

現金及び現金同等物の期首残高 11,163 22,100

現金及び現金同等物の中間期末残高 10,522 11,953

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

・税金費用の計算

　税金費用に関しては、主として当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、税引前中間純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書

計上額
（注２）

土木事業 建築事業
関係会社

事業
その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 32,580 25,265 6,804 201 64,851 － 64,851

セグメント間の内部
売上高又は振替高

24 － 3,670 － 3,694 △3,694 －

計 32,604 25,265 10,474 201 68,545 △3,694 64,851

セグメント利益

(売上総利益)
5,924 2,670 1,840 60 10,495 △7 10,488

利益 金額

報告セグメント計 10,495

調整額（セグメント間取引消去） △7

販売費及び一般管理費 △4,741

中間連結損益計算書の営業利益 5,747

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書

計上額
（注２）

土木事業 建築事業
関係会社

事業
その他
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 36,560 31,780 4,508 202 73,051 － 73,051

セグメント間の内部
売上高又は振替高

15 － 5,344 － 5,359 △5,359 －

計 36,575 31,780 9,852 202 78,410 △5,359 73,051

セグメント利益

(売上総利益)
7,096 2,861 2,148 60 12,167 42 12,209

利益 金額

報告セグメント計 12,167

調整額（セグメント間取引消去） 42

販売費及び一般管理費 △5,372

中間連結損益計算書の営業利益 6,836

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当中間連結会計期間より、報告セグメントを従来の「土木事業」、「建築事業」、「製造事業」、「その

他兼業事業」の４区分から、「土木事業」、「建築事業」、「関係会社事業」、「その他事業」の４区分に

変更しております。

この変更は、事業環境の変化に対応し、マネジメント・アプローチの観点から主力となる土木事業・建築

事業を軸とした事業セグメントに再編成するものです。

この変更に伴い、従来各セグメントの区分に含まれていた「関係会社事業」は独立したセグメントとな

り、また、従来の「製造事業」は「関係会社事業」に含まれて報告されます。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、当中間連結会計期間の報告セグメントの区分に基づき作

成したものを開示しております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告セグメントには配分しておりませんが、当中間連結会計期間における減損損失は61百万円でありま

す。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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区分

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2025年９月30日)
比較増減（△）

金額(百万円)
構成比

(％)
金額(百万円)

構成比

(％)
金額(百万円)

増減率

(％)

受

注

高

土木事業 43,711 54.4 34,426 46.0 △9,284 △21.2

建築事業 29,929 37.2 35,154 46.8 5,224 17.5

関係会社事業 6,561 8.2 5,280 7.0 △1,280 △19.5

その他事業 201 0.2 185 0.2 △15 △7.8

合計 80,404 100.0 75,047 100.0 △5,356 △6.7

売

上

高

土木事業 32,580 50.2 36,560 50.0 3,980 12.2

建築事業 25,265 39.0 31,780 43.5 6,515 25.8

関係会社事業 6,804 10.5 4,508 6.2 △2,295 △33.7

その他事業 201 0.3 202 0.3 0 0.4

合計 64,851 100.0 73,051 100.0 8,200 12.6

利

益

土木事業 5,920 56.4 7,108 58.3 1,188 20.1

建築事業 2,670 25.5 2,861 23.4 191 7.2

関係会社事業 1,837 17.5 2,178 17.8 341 18.6

その他事業 60 0.6 60 0.5 0 0.7

合計 10,488 100.0 12,209 100.0 1,721 16.4

３．補足情報

受注・売上・利益の状況
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